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Special issue-2
本学独自の就業力育成プログラムを
文部科学省が採択！

４年間を通した
全学横断プログラムで
学生の就業力アップを目指す

輝く目白の星

母校と社会で積み重ねた経験を後輩へ
「目上の人とのふれあいが自分の世界を広げます」
目白学園女子短期大学英語英文科　昭和61年3月卒業
岩倉 正枝さん

Special issue-1

好奇心旺盛な学生の夢をバックアップ

「SPISチャレンジ制度」に
挑戦しよう！

目白大学メディカルスタッフ研修センター開設
優れた認定看護師の養成を通じて

看護ケアの広がりと質の向上を目指す
NEWS & INFORMATION

TOPICS
表紙写真：新宿キャンパス10号館9階より新宿高層ビル群を望む
撮影：フォトマスター同好会 創刊20号にあたり誌面を一部リニューアルしました
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大学生として社会に貢献できることを自ら考え、
取り組みたい─目白大学では、そんな前向きな学生
のアイディアや行動力を資金面からサポートする
「S

ス パ イ ス

PIS チャレンジ制度」が4年前にスタート。
平成23年度も５月に企画を受け付ける予定です。
応募を考えている学生の皆さん、この特集記事が
ささやかな入選のヒントとなるでしょうか？

平成19年のスタート以来、応募者たちの熱意が入選企画のレベルを徐々に押し上げて
いる「SPIS チャレンジ制度」。平成22年度に採用された3件の企画を紹介します。もし、
今熱い志を抱えているのなら、次に夢を実現させるのはあなたです。まずは、以下の活動
報告を参考に自らの企画を練ってみてください。

社会と向き合う活動を
資金面からサポート
　「S

スパイス

PIS」とは「Students Project Incentive 

Scholarship」の略。「正課外活動向けの奨学金」

とでも訳すべきでしょうか。学生自ら立案した企

画が、地域社会及び本学、あるいは本学の学生

に直接・間接に貢献し、他の学生や社会に感動

を与えると判断された場合に、50万円を上限

に奨励金を支給します。新宿キャンパスの在学

生なら個人でも団体でも応募できますが、クラ

ブやサークル活動で実現できるようなものは認

められません。平成22年度に入選したのは右

ページの3企画です。

　選考委員長の松本逸也教授（学生担当学務部

長）は、「今の大学は単に学問を修めるだけでな

く、社会に出ていくための大切な準備段階を過

ごす場所でもあります。だからこそ、授業やゼミ

などの枠を越えた活動を通して社会と向き合

い、自分の可能性を大きく広げてほしい」と力説。

「そうした活動に資金が必要ならば、そこは大学

がある程度サポートしようというのが『SPIS』の

趣旨。自分の力で公の資金を獲得する成功体験

や、金銭が伴うことで生じる責任を実感できるな

ど、教育的な効果も大きいはずです」

周到な計画とオリジナリティーが
審査合格のカギ
　もちろん、そうした支援を希望者全員が受け

られるはずはなく、入選するには書類審査とプ

レゼンテーション審査の2段階で、他の応募企

画との競争を勝ち抜く必要があります。

　過去に入選した企画は、いずれも応募書類の

記載内容がとても詳しく、細かい点まできちん

と調べているとのこと。専用の応募用紙なので

書くべき事項は決まっていても、特に「具体的な

企画内容」と「予算計画」の２点が明確な企画は

採用に結びつきやすいそうです。

　書類審査を通過した企画は、各学科の教員を

中心とした約20名の選考委員の前で学生がプ

レゼンテーションを行う2次選考を受けます。

「プレゼンで審査するのは、企画の内容と熱意

です。内容面で重要なのは『オリジナリティーが

あるか』ということ。ただし、どこにでもありがち

な内容でも、学生が自分の問題意識をもとに考

え、自分たちがその内容をゼロから作っていく

過程にオリジナリティーが認められるのであれ

ば、全力で応援したいと思っています」（松本教

授）

　もっとも、これまで4年間実施して認定企画

が毎年出ているとはいえ、松本教授自身は、審査

した瞬間に「これぞ SPISだ！」と感動するような

企画にはまだ巡り合っていないとか。選考委員

長としての理想の高さゆえでしょうが、では、今

年の応募学生に望むことは？

　「アイディアに、いい意味での破天荒なところ

がもっと欲しいですね。それと、去年挑戦してダ

メだった学生も諦めずに、内容を改良するなどし

てぜひ再チャレンジしてもらいたい。審査する私

たちがあっと驚くような、柔軟な発想による企画

を期待しています」

今年度の表彰式の様子

2010年ジャパンパラリンピックで
日本記録を更新した堀越信司さん

アジア選手権で銀メダルを獲得！

着付けや華道などの日本文化を伝えました

平塚市内の公園で読み聞かせする佐久間さん

　右眼が全盲、左眼が弱視というハンディキャップを抱える堀越さんは中・長距離走
のアスリート。SPIS への応募趣旨は、障害者スポーツの認知度を上げるため、昨年12
月のアジア選手権や今年1月の世界選手権に出場して日本記録を更新するというもの
でした。また、障害者競技の世界では、日本代表としての海外遠征費用や競技用具の
購入など膨大な費用を自ら負担しなければならないのが実情で、そのバックアップも切
実な希望だったとのこと。
　「SPISに認定されたことがプレッシャーとなることもありましたが、それをはねのける
強さを身につけることができたと思います。おかげで、夏のジャパンパラリンピックでは
800ｍ走と1500ｍ走の2種目で日本記録を更新して優勝。12月のアジア選手権では
5000m走で銀メダルを獲得し、10000m走でも世界選手権に繋がる走りができました」

　韓国からの留学生に日本の文化を楽しく紹介し、日本人との交流を目指した渡辺さ
ん。昨年9月、2日間にわたり、埼玉県入間市金子お茶の里で１泊２日の「ふれあい日
本文化体験」を主催しました。参加したのは韓国からの留学生16名と、入間市で活動
する「金子おやじの会」のメンバーをはじめとする地元の方々70名。そば打ちや茶道体
験、着付けや華道といった日本の伝統文化を留学生へ伝えました。また、チヂミやトッ
ポギなどの韓国料理100人分を作っての食事会も行われるなど、ゼロから作り上げた
日韓文化交流は大成功を収めました。
　「大学からの経済的な支援によって、自分たちのやりたい夢を少しでも実現に近づけ
ることができるのがSPISチャレンジ制度。こんなにうれしいチャンスは他にはないで
すから、ぜひ皆さんも社会性・公共性のある活動をアピールしてチャレンジすることを
お勧めします」

　平成21年度の第１弾に続き、2年連続で入選した佐久間さんの「読み聞かせ」。神
奈川県平塚市の駅周辺や公園で、子どもたちを対象に絵本や詩・小説などの朗読を
行っています。さらに点字絵本の作製や演劇も企画して、子どもたちだけでなく、地域
や保護者との交流も図っています。
　「『“活字離れ”といわれる子は、小さい頃に絵本に触れた機会も少ないことが多い』
ということを授業で学んだのがきっかけで、企画しました。奨励金は、主に絵本の購入
費にあてています。最初は足を止めてもらえないのがとても堪えましたが、聴いてくだ
さった方から『ありがとう』『面白かった』とのお言葉をいただくと励みになるし、特に『親
子で絵本を読む習慣がついた』というお礼の手紙をいただいたときは本当に嬉しかっ
たです。今後は本の内容を知ってもらうだけでなく、登場人物の心境の変化などをより
理解してもらいやすい読み方を工夫していきたいと考えています」

平成22年度「SPISチャレンジ制度」認定企画

アジアパラゲームズ2010（アジア選手権）
もしくは2011年世界選手権出場と日本記録の更新
堀越 信司さん（人間福祉学科4年）

行ってみたい日本の里
─埼玉県入間市金子 お茶の里 一泊二日　ふれあい日本文化体験─
渡辺 久子さん（韓国語学科1年）他5名

読み聞かせ　第2弾
佐久間 美咲さん（日本語学科3年）
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昨年9月、文部科学省が全国の大学を対
象に公募した「大学生の就業力育成支援
事業」の選定結果が発表され、本学（新宿
キャンパス）が申請したプログラム
「MEJIRO キャリアコンピテンシーの創
育─行動する人材育成への挑戦」が採
択されました。厳しい就職戦線に臨む学
生たちへのサポートが、国の支援を受け
てますますパワーアップすることになり
ます。

本
学
独
自
の
就
業
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
文
部
科
学
省
が
採
択
！

職業的自立へとつながる
新たな学生教育プログラムを構想
　この公募事業は、厳しい雇用情勢下にある学

生の就職難を克服するとともに、学生の就業力

育成を支援すべきとの社会的要請を受けて、文

部科学省が推進するプロジェクトです。目的は

「社会的・職業的自立につながる就業力の育成

に主眼を置き、全学的に教育改革を行おうとす

る意欲を持つ大学・短期大学」を支援すること。

初公募の昨年は441の大学等から341件の申

請があり、厳正な審査を経て本学の申請を含む

180件が選定されました。

　本学では従来から、学生が自らの将来を考え

る「キャリアデザイン」を新宿キャンパス所属の

全学科で1年次から必修科目とするなど、学生

が適切な勤労観や職業意識を形成するための

キャリア教育を推進。大学によるキャリア教育

の重要性が注目されるようになった近時では、

先駆的なキャリア教育の実践校としてマスコミ

等でたびたび取り上げられてきました（昨年3月

30日付け・6月17日付け読売新聞など）。

　今回採択されたプログラムでは、本学が誇る

これら既存のキャリア支援体制をベースとしつ

つ、学生が「コミュニケーション力」と「問題解決

力」等をより実践に即した形で身につけるための

発展的なメニューと、それを根本から支える一

元的キャリア教育システムの確立を構想してい

ます。

「キャリア研修」をはじめとする
実社会体験プログラムの実効性向上
　そんな新規プログラムの一例として、新設科目

「キャリア研修」（仮称）について紹介しましょう。

　本学には、自らの学習に関連する課題につい

て自主的に行う学外研修や調査を「臨地研修」と

いう専門教育科目として捉える独自のカリキュ

ラムがあります。学科の専門分野に関連した内

容と認定される必要がありますが、正規の単位

として認定を受けることができます。

　これに対して「キャリア研修」は、インターンシッ

プに代表される社会体験活動に最初から特化

し、学科の枠組みとは無関係に、就職指導等を

担当するキャリアセンターが基礎教育科目とし

て運営に当たります。1年次からでも履修が可

能となり、所属学科の専門分野と関連した内容

でなくとも卒業要件に加味することが予定され

ています。

　この新科目を含め、本プログラムは全体を通

して、さまざまな種類の実社会体験プログラム

に学生が参加することで、理解するだけでなく

実際に行動する人材を育成しようとする点に特

長があります。

　また、現在広く行われているインターンシップ

は、実際には、就業体験希望学生を受け入れる企

業側の負担が少なくありません。そこで本学で

は、学生ばかりが常に就労体験でお世話になる

だけでなく企業のメリットにも配慮し、より連携関係を生みやす

い方策を多数構想しているところです。将来、ここに本学の卒業

生が企業側の一員として参加してくることになれば、まさに理想

的なキャリア教育のサイクルの実現となるでしょう。

キャリアポートフォリオの導入により
一元的なキャリア教育をサポート
　これらの学生向けメニューをより効率的・効果的なものとする

ために、学生自身によるキャリアプランの形成や振返りのための

システムを学内に構築すれば、大学として適切なタイミング・内

容の助言や指導も可能となり、キャリア教育の充実を図れると考

えました。そこで今回計画しているのが、就職支援システムの一

環としてのキャリアポートフォリオの導入です。

　「ポートフォリオ」という用語には、芸術家などが作品を1つの

ファイルにまとめたもの、という意味が含まれています。そこから

転じてキャリアポートフォリオとは、学生がこれまでの学習やクラ

ブ・サークルなどの課外活動を通して身につけたスキルや、作成

したレポートや論文などを一元的に蓄積して、自分自身の経験や

実績をいつでも容易に振り返ることができるための材料を指し

ます。

　このキャリアポートフォリオは新しく構築されるシステムの中

に設けられ、学生はPCを通じて自分自身でいつでも更新できま

す。また、在学中のことに限らず、本学入学以前の経験や実績も書

き加えていけます。そのフォーマットや運用システムを整備し、入

学直後から一元的に管理することで、学生は就職活動時に自身

の成長過程をより正確に捉えることができ、キャリアセンターや

ゼミの指導教員がこれを活用することで、個々の学生の事情に

応じたより適切できめ細かな進路指導が期待できます。

「MEJIROキャリアコンピテンシー」で
さらに進んだキャリア教育を目指す
　本プログラムのテーマにある「コンピテンシー（competency）」

とは、仕事ができる高業績者が高い成果を生み出すための行動

特性を意味します。高業績者の行動特性、すなわちコンピテン

シーを分析することで、企業の人材活用などに応用される概念

です。本学では学生の就業力育成の場面において、これを「コミュ

ニケーション力」と「問題解決力」の2本柱に支えられた実践的な

行動力と捉え、それをキャリア教育によって養うべきと考えて本

プログラムを展開し、学生の就業力を育成し就職内定率の向上

につなげていく方針です。

　新卒学生の就職環境は相変わらず厳しいのが実情です。これ

から就職活動に臨む学生の皆さんは、まず自分自身で就職への

強い意欲を持つとともに、ますます充実する本学の新たなキャリ

ア教育システムにぜひ期待していただきたいと思います。

新プログラムの実施に向けて教職員が議論を重ねています

学内の就職ガイダンスはいつも盛況

キャリアポートフォリオは学生自身で更新します
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　この春、国立埼玉病院キャンパスに「目白大学メディカルスタッ

フ研修センター」が誕生し、2種類の「認定看護師」養成課程が

開講されます。認定看護師とは特定の看護分野において、熟練し

た看護技術と知識を用いて水準の高い看護実践ができる者で

あることを示す日本看護協会の認定資格のこと。近年の医療の

高度化・複雑化などに対応できる高い専門性を身につけた人材

を育成し、看護ケアの広がりと質の向上を図るこの認定看護師制

度を通じた、看護学を専門領域とする本学の新たな取組みです。

　センター長に就任予定の本学看護学部長・関根龍子教授は、

「本センターを開設する国立埼玉病院キャンパスは、独立行政

法人国立病院機構埼玉病院の敷地内にあります。2つのコー

スの研修生が実習をする施設も指導体制の充実した大学病院

や国立病院機構などが中心で、研修生の期待に応えられる整っ

た施設を用意しています」と、学習環境の良さを強調。講師陣

も、大学病院や研究機関などで長く勤務し、医療・看護技術だ

けでなく指導経験も豊富な教員が務めます。同じキャンパス内

にある国立埼玉病院の副院長が現職のまま一部の授業を担当

するなど、地の利も活かして現場に即した実践的なカリキュラ

ムを展開する予定です。

目白大学メディカルスタッフ研修センター開設

教育資源を活かした先駆的な社会貢献

将来は看護学科の卒業生たちも歓迎

今年6月、埼玉県和光市の国立埼玉病院キャンパスに、「目白大学メディカルスタッフ
研修センター」が開設されます。優れた看護技術と資質を持つ人材を求める社会的要請
に応え、臨床現場における看護ケアの広がりと質の向上に寄与することを目指した、目
白大学の新たな地域・社会への貢献プログラムが始まります。

　現在、認定看護分野として特定されているのは21分野。その

うち、本学に開設される教育課程は「脳卒中リハビリテーション

看護」（6月開講）と「がん性疼痛看護」（9月開講）の2つのコー

スで、受講期間はいずれも7ヵ月間です。大学による開講はまだ

まだ例が少ないため、本学によ

る開講は、高等教育研究機関と

しての人的・物的教育資源を存

分に活用した先駆的な看護教

育の実践例として期待されてい

ます。

　本課程への入学には保健師、助産師、看護師として5年以上

の実務経験を持ち、かつ各特定分野での3年以上の看護実績

を有することが必要。そのため、各専門分野で一定の経験を積

み、かつ専門知識や技術の吸収意欲が旺盛な現職看護師が集

まることが予想されます。志を同じくするプロフェッショナルが、

普段の職場を離れて共に学び、交流することで得られる新たな

人の繫がりも、本コースの魅力の1つといえるでしょう。

　昨春、看護師国家試験合格率98.8％という好成績を出して

看護の世界へ飛び立っていっ

た第1期生をはじめとする本

学看護学科の卒業生たちが、

それぞれの活躍の場で経験を

積み、さらなる向上心を胸に、

母校にあるこのメディカルス

タッフ研修センターに戻ってく

る─。将来、そんなことが実

現すれば、という希望も抱き

ながら、6月の初開講に向け

てスタッフ一同が現在、着々と

直前の準備を進めています。
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『桐光会』主催 柳本晶一氏講演会
「人生、負け勝ち」を開催しました！

　10月24日（日）、桐和祭2日目のスペシャル企画として、元全日
本女子バレーボールチーム監督の柳本晶一氏による講演会が佐
藤重遠記念講堂で行われました。本講演は、今年4月に発足した
本学の教育後援団体・桐光会の主催によるものです。再起不能と
いわれた女子バレーボール界をいかに短期間で立ち直らせたか、
その熱い指導の裏側について柳本氏独自の組織論や選手の起用
法など具体例を挙げてお話しいただきました。
　新しいことをしようとしたら壁にぶち当たる。でも負け続けの
人生なんて絶対にない、勝ち続ける人生だってない。どんなとき
も一歩踏み出す気持ちが大切であるということを、挫折を乗り越
えて培った教訓や人間力という言葉を織りまぜながらユーモア
たっぷりに熱弁！また、子育てに悩む保護者に向けて、子育てには
ほめる時期がとても重要であること、そしてその一瞬を逃がさな
いための子どもとの距離のとり方を、自身のバレーボール選手の
育成方法を例に語っていただきました。 

　日本中を熱狂の渦に巻きこんだ“火の鳥NIPPON”の立役者ら
しい熱の入った講演はバレーボールのファンだけでなく、来場さ
れた全ての方の共感を呼び、講演は大盛況のうちに終わりました。

2010.9.18－19　桐陽祭
　澄みわたった秋晴れの中、共学になって2年
目の桐陽祭が行われた。「翔」をテーマに各ク
ラスや部活などによる多彩な発表で大いに盛
り上がり、昨年度を上回る多くのお客様に来場
していただいた。

2010.10.6　中学講演会
　「国際宇宙ステーションとスペースコロニー」
というテーマで、宇宙航空研究開発機構
（JAXA）の野田篤司さんに講演をしていただい
た。JAXAは、6月に地球へ帰還した小惑星
探査機「はやぶさ」の所属機関。最先端の宇宙
開発の話を、生徒たちは目を輝かせてメモを
取っていた。宇宙旅行や宇宙への移住など、こ
れからの宇宙開発についての話を聞いたあと、
宇宙食の試食も体験した。

2010.10.18－22　高2九州修学旅行
　高校2年生が九州へ修学旅行に出かけた。
鹿児島や佐賀で幕末に関する施設や大自然に
触れ、最後には長崎に移動。班別自主行動で
グラバー園やキリシタンの歴史を学び、長崎原
爆資料館・平和公園などをまわった。原爆の恐
ろしさを体感するとともに、一人ひとりが「平

和」について改めて考えることができた。

2010.11.6　中学合唱祭
　佐藤重遠記念講堂において中学合唱祭が
行われた。1年生は初めてのため戸惑いもあっ
たようだが、堂々と歌う姿を披露した。2年生
は男子生徒がピアノ演奏を務めるなど、昨年よ
りもさらにクラスのまとまりを感じる合唱で
あった。そして3年生は、2クラスともに3年
間の集大成ともいえる素晴らしい合唱を披露
し、金賞は「聞こえる」を見事に歌い上げた2組、
銀賞は「木琴」を歌った1組が受賞した。また、
吹奏楽部は「ひょっこりひょうたん島」の演奏を
披露した。

2010.10.23－24　桐和祭
　新宿キャンパスにおいて第42回桐和祭が
行われた。今年のテーマは「飛桐（とびっき
り）！！」、2日合わせて1万5千人以上の来場
者にお越しいただいた。お化け屋敷や子ども
学科による子どもの広場、特設ステージなど、
大掛かりなイベントが目白押しで、今年はさらに
『桐光会』主催の柳本晶一氏文化講演（下記
TOPICS 欄参照）も開催された。キャンパス全
体が連日華やかな雰囲気に包まれた。
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中学校・高校

大学・短大・大学院

2010.10.30－31　桐榮祭
　岩槻キャンパスで桐榮祭が開催された。初日
は台風の影響もあり出足が遅れたうえ、午後
からは風雨に見舞われ、15時には模擬店を
閉店することになったが、特設ステージのプロ
グラムを体育館に移すなどして、イベントは無
事に行うことができた。2日目も悪天候だった
が、スタッフたちの願いが通じたのか、最終イ
ベントにあたる毎年恒例の花火大会は華やか
に実施することができた。

2010.12.15　クリスマスパーティー
　新宿キャンパス1号館において、毎年恒例の
クリスマスパーティーが開催された。
　200人を超える学生の熱気に包まれた会場
では、チアリーディング部の演技や音楽研究
会のライブ演奏等が大いに雰囲気を盛り上げ
ていた。また、参加者全員にクリスマスケーキ
が振る舞われるなど、ひと足早いクリスマス
ムードに皆楽しそうだった。

優れた認定看護師の養成を通じて
看護ケアの広がりと質の向上を目指す

［教育課程］脳卒中リハビリテーション看護╱がん性疼痛看護



　目白学園女子短期大学（現・目白大学短期大学部）の卒業生が、
22年の時を経て、母校で非常勤講師として教鞭を執っています。
本学出身者初のキャビンアテンダントを経て、現在は2つの会社
を経営する岩倉正枝さん。教えているのは「アパレルビジネス論」
ですが、その授業を通して学生に伝えたいのは「現実の社会の厳
しさ」だそうです。
　「確かに、学生時代は自分の時間が豊富にある貴重で楽しい時
期です。でも、遊ぶだけで終わってしまったら、就職さえできない
かもしれない。だからこそ、今のうちに現実の厳しさを知って、しっ
かりと社会に羽ばたいていってほしいのです」

　「印象に残っているのはボウリングの授業。ちょうどそ
の頃、ブームでした。校庭に並んで一斉にフォームの練
習をして、その後は高田馬場のボウリング場へ。だから
当時の友人は皆、指先までピシッと決まったカッコいい
投げ方をしますよ。今では考えられない授業ですね」
　在学中の思い出を楽しそうに語る岩倉さん。でも、一
番忘れられないのは厳しい校風だったと言います。
　「廊下で先生とすれ違えば、丁寧な挨拶をするのは当
たり前。授業中に居眠りなどしようものなら、教壇から
チョークが飛んできました。でも、挨拶の仕方などの基
本的なマナーや社会人としての常識は、そうした学生生
活で自然に身についていたのです。それは就職してから
もずっと、私を助けてくれました」
　卒業後は本学出身者初のキャビンアテンダントとし
て全日空に入社。通常のフライトの他にVIP 専用機にも
乗務し、当時の竹下登首相のフライトを担当しました。
　「VIP 専用機の場合、フライト前にものすごい厚さの
資料を渡されます。そこには搭乗するVIP の好きな食
べ物や飲み物だけでなく、幼少時代にどのような経験を
して今どんな状況に置かれているか、ということまで全
て書かれています。最初は『こんなに読む必要はない』と
思っていたのですが、大きな間違いでした。資料をしっか
り読んで理解しておけば、絶対に粗相や間違いを犯すこ
とはありません。『何かをしてあげる』だけではなく、『相
手の全てを知ること』こそが本当のサービスだと学んだ
のです」

　約4年間勤めた全日空を、岩倉さんは「30歳までに
会社を起こす」という大きな目標を胸に退社します。その
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後、子育てをしながらツアーコンダクターやアパレル関
連企業でキャリアを積むうちに、大きなチャンスを摑み
ます。目標まであと1年を残す29歳の時でした。
　「当時、アパレル業界を対象に、店員のマナーやノウハ
ウを教えるコンサルタントをしていたのですが、自分で
お店を経営していないため説得力が稀薄になってしまう
ことに悩んでいました。ちょうどそんな時に、『店舗を経
営してみないか』という誘いを受けたんです。リスクも大
きいので相当悩みましたが、『こんなチャンスは二度と
無い』と決断し大急ぎで会社を設立しました」
　それが、ファッションブランドの店舗をフランチャイ
ズ方式で経営する「クレセントアイズ」です。現在ではお
台場に複数の店舗を構え、海外でも事業を展開するまで
に成長し、今では人材教育・育成などのコンサルタント
業務や人材派遣を扱う「クレセントスタッフ」の社長も兼
務。そんな岩倉さんの授業は、常にピンと張りつめた空
気が漂っています。
　「例えば、授業中に居眠りをしてしまう学生がいます
が、会社では絶対に許されないですよね。それも、単に怒
られるなどというレベルではなく、解雇も含む厳しい現
実が待っています。だから、授業では受講態度の細かい
点についてもあえて厳しく言うようにしています。学生
時代に身につけたマナーや社会常識は、必ず社会に出
てから自分を助けてくれます。
　私が一番望むのは、在学中に授業や人間関係を通して
コミュニケーション能力を養ってほしいということ。『人
の話をしっかり聞き、自分の意見もしっかり言うことが
できる』という能力は、社会で生きていくためにはとても
大切です。そのために、まずは学校の先生やアルバイト
先の先輩など、多くの目上の人と接して、たくさん話をし
てほしい。それが、学校の同級生の輪にとどまらず、自分
の世界を大きく広げることに繋がります。学生時代の豊
富な時間を自身の成長のために有効に使ってもらいた
いというのが、同じキャンパスで過ごした経験を持つ
OGとしてのアドバイスであり、願いですね」
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社会生活の基礎を築いた学生時代
サービスの神髄を学んだ全日空での仕事

ビジネスで得た経験から贈る
これから社会に出る学生へのメッセージ


